



























































保育士資格取得希望者は 2 年次後期 11 月に「保



























調査は、2年次 4月、2年次 6月、3年次 4月、4年



















ス）は、2 年次 4 月と 2 年次 6 月が 69（52、17）名、














学校教育）×調査時期 4（2 年次 4 月、2 年次 6 月、3
年次 4月、4年次 4月）×下位尺度 7（愛他性、気働き、
共感性、行動力、社交性、養育性、論理的思考性）の
3要因分散分析を行った。その結果、下位尺度の主効





しかしながら Figure 2 を見てみると、上に示す幼
児教育コースの学生における調査時期別の評定値の変
Figure 1 本学科における年次ごとの実習と調査時期（★印）










度も概して評定値は高くなるが（2年 4 月から 2年 6
月までの変化）、さまざまな実習を経験した結果（2


























による評定の平均値を Figure 3 示す。
保育者効力感尺度の評定値について、コース 2（幼
児教育、学校教育）×調査時期 4（2年次 4月、2年次
6 月、3 年次 4 月、4 年次 4 月）×各項目 15 の 3 因分
散分析を行った。その結果、項目の主効果とコースと
項目の交互作用のみが有意になり（F（14, 3906）= 





しかしながら Figure 3 示す両コースの学生におけ
る調査時期別の評定値の変化を見てみると、初めての
実習を経験して保育者効力感は概して高くなるものの
（2年 4 月から 2年 6 月までの変化）、再度低下してし

































育、学校教育）×調査時期 4（2年次 4月、2年次 6月、
3 年次 4 月、4 年次 4 月）×質問項目 7 の 3 要因分散
分析を行った結果、コースと調査時期の交互作用が有
意傾向となり、学校教育における調査時期の単純主効
果が有意であったため（F（3, 336）= 2.50, p＜.05）、
Ryan's法による多重比較を行ったところ、2 年次 4
月（3.24）≒ 2 年次 6 月（3.17）≒ 3 年次 4 月（3.19）
＜4年次 4月（3.80）であった。
学校教育コースの学生では、3年次 9月に行く小学
校教育実習前よりも実習後の方が評定が有意に高い傾
向があった。実習によって、「自分にもできる」とい
う自己肯定感が増し、自信がついたと考えられる。
Table 3 自尊感情尺度の質問項目（7項目）
Figure 3 保育者効力感尺度の下位尺度別の評定平均値（上が幼児教育、下が学校教育コース）
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Ⅴ　さいごに：まとめ
本稿では、実習を重ねるにつれ、保育者としての自
己評価がどのように変化したのかを検討した。具体的
には、本学科の 2年次から 4年次の学生に対して、異
なる調査時期に、同じ調査項目に答えてもらうという
形式で、保育実践による保育者の自己評価の変化を分
析した。保育者適性尺度および保育者効力感尺度にお
いては、調査時期による有意な変化は認められなかっ
たものの、初めての実習を経験することで評定値は高
くなるが、実習を重ねることで再度評定値が低くなる
傾向があった。実習を重ねることによって、保育者の
資質や能力、自信といった、保育者としての自己評価
が必ずしも一律に高くなるわけではないことが示され
た。
初めての実習へ行くことで、多くの学生は、保育者
になりたいという意欲と熱意を新たにする。しかし
様々な実習を経験することで、実習でできなかったこ
と、保育者として自分に足りないものや課題を見出す。
中には、自分は保育者に向いているのか、保育者にな
れるのか、改めて自問する学生もいる。そうした学生
にとっては、実習を重ねるにつれ保育者としての自己
評価が一時的に低くなったのだと考えられる。
一方自尊感情尺度においては、学校教育コースの学
生でのみ調査時期による有意な変化が認められ、主免
許である小学校教育実習の前よりも実習後で評定値は
高くなった。しかも、すべての項目で 4年次 4月の評
定値が最も高かった。小学校教員を目指す学校教育
コースの学生にとって、この 4年次 4月は、教員採用
試験の直前にあたる。実習を終え、教員採用試験に向
けて、望ましい教員像を具体的にイメージしながら取
り組んでいるがゆえに、自尊感情が高くなり、より自
己を肯定的に捉えることができるようになったのであ
ろう。
本調査は、2年次から 4年次の学生に対して保育者
Figure 4 自尊感情尺度の評定平均値（上が幼児教育、下が学校教育コース）
7保育実践が保育者の自己評価に及ぼす影響に関する横断研究
としての自己評価を尋ね、年次による経年変化を比較
したものの、各年次で別の学生に評定をしてもらって
いるため、実習経験の積み重ねによる変化として取り
出すことはできないという点で、やはり制限が残され
ていると言えよう。よって、同一の学生を対象に 2年
次から 4年次にわたって継続的に調査することによっ
て変化を探る縦断的研究が望まれる。
さらにその学生の保育者志望の動機との関連（長谷
部、2004）を検討することが今後の展開と考えられる。
本調査対象者の中には、保育者・教育者として働きた
いと保育・教育職への志望動機が高い学生以外に、免
許取得のみを目指す学生もいる。志望動機の高低（例：
入学時や調査実施時点）によって、保育者としての資
質能力の自己評価もそして年次進行による変化も異な
ると予想できる。
2017 年に「幼稚園教育要領」「保育所保育指針」そ
して「幼保連携型認定こども園教育・保育要領」の 3
法令が改定され、保育者に求められる専門性の多様化・
高度化に伴い、保育者養成課程のカリキュラムも変化
し、学生の履修内容が過密化、学生の負担増を（加え
て教員の負担増も）招きつつある。学生の中には保育
者を目指して養成課程に進学したにも関わらず、予想
以上の多くの科目を必修として履修しなければならな
い状況下に不満を感じたり、保育・教育実習を経験し
たとしても保育者としての資質能力に自信が持てな
かったりするために、保育現場への就職を断念する例
も少なくはない。
今後の課題として、保育者としての資質能力の向上
のための方策を検討するためにも、養成課程段階にお
ける保育者としての自己評価の変化について縦断的な
調査を実施して検討することが必要であろう。
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